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卒業式まであと２週間程となりました。平成２９年度も終わりが近づいています。ここまで多く
のご支援ご協力を賜り、日々落ち着いた生活を送ることができました。大変お世話になりました。 
 
「平昌冬季オリンピック～ライバルという仲間～」 
平昌冬季五輪では日本勢の活躍が連日報じられていました。スピードスケート女子５００ｍで小

平奈緒選手が３６秒９４の五輪新記録で金メダルを獲得しました。小平選手が銀メダルを獲得した

韓国の李相花選手に「今もリスペクトしているよ」とたたえると、李選手も「あなたを誇りに思う」
と返し、肩を抱き合っていました。スピードスケートでの金メダル獲得は、日本女子初の快挙でし
たが、このやりとりも感動と共に、何度も報道されていました。 
スノーボードハーフパイプで２大会連続銀メダルを獲得した平野歩夢選手。２回目の滑走で連続

ダブルコーク１４４０を決め９５．２５点を出してトップに立ちましたが、１点差で追うアメリカ
代表で平野選手のライバル、ショーン・ホワイト選手は、それを見て自分の技を変えてきました。
なんと、数か月前に顔を６２針も縫う大けがをした時の技、連続ダブルコーク１４４０に挑戦して
きたのです。平野選手が挑戦させたと言ってもよいでしょう。そして見事連続技を成功させ、９７．
７５で平野選手を上回ったのでした。３１歳の大ベテランが大興奮で涙を流していた姿が印象的で
した。 
どの選手も「やり切った」という充実感・充足感に満ちていましたが、そこには自分を高めてく

れるライバルという、同じ競技でつながる仲間がいたことが大きかったようです。 
 
「ＰＴＡ～できることを共に楽しむ仲間～」 
来年度に向けてＰＴＡの組織づくりが進んでいます。先日、今年度内に来年の組織づくりをしよ

うとお便りが出ましたが、早速たくさんの応募をいただいています。ＰＴＡ活動はボランティアで
ある以上、集まったメンバーでできる範囲のことになるよう、活動を工夫していく意識が大事です。
そして何より一緒に活動することを楽しむこと、できることを楽しんでいこうという気持ちが大切
です。気持ちでつながる集団となることがポイントのようです。 
より良い学校づくりをこれからも進めていけるよう、子どもたちの学校生活だけでなく、保護者

や地域の皆様とのつながりや、仲間づくりを大事にしていきたいと思います。来年度もよろしくお
願いいたします。 
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2 月２３日(金)に都岡中学校にて、都岡小、上川井小、都岡中学校のお友達との個別支援級交流会がありまし

た。各校が、学習発表会の演技や演奏を発表し合いました。その後、コマ作りを通して、交流を深めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 １月３１日（水）～２月６日（火）の期間、クラブ発表週間として、クラブの発表や体験活動が行われま

した。２月６日（火）には、実際にクラブを見学しました。４年生から始まるクラブ活動。子どもたちは目

を輝かせながら、見学をしていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年 ～クラブ発表週間・クラブ見学～ 
 

４組５組 小中交流会 

きんちょうしたけれど、うまくでき

ました。合同発表会では、もっとかっ

こよく跳びたいです。   

 アウトドアクラブが体育館の前で、七輪を使ってマシ

ュマロを焼いて食べていました。アウトドアクラブはア

メニティに行ったり、プールの氷を観察したりすると、

大門先生が言っていて、楽しそうだなと思いました。マ

シュマロがとけていておいしそうでした。 

 

８の字とびをがんばりました。なわにじょうずに

入れるように、合同発表会もがんばります。          

 

返し横ふりとびも、ちょっと

できました。コマ作りも楽しか

ったです。    

手芸クラブでは、糸をぬうだけではなく、色々

な作品を作れると知りました。とても入ってみた

くなりました。 

 



  

 

 

 ２月２６日（月）、２分の１成人式を行いました。スピーチや劇、歌やリコーダー演奏を通して、自分た

ちの成長をふり返り、おうちの方へ感謝の気持ちを伝えました。 

          

           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５年 おめでとう集会に向けて 

 みんなの前に立つと緊張してしまうけれど、他の班の５年生

と協力して何回か練習したので、緊張せずにできました。練習

をもっとして、困っている人のサポートができるくらいになり

たいです。６年生には、「５年生は、自分たちで考えて行動でき

るから大丈夫」と安心して、卒業してもらいたいです。 

 

 全体の前で話すのは難しく、内容をうまく伝える

ことができませんでした。また、困ったことが起き

ても、６年生のようにすぐに対応することができま

せんでした。残り少ないですが、全体での話し方や、

困った時の対応方法を６年生から学びたいです。６

年生がしていたことをやろうと思っても難しいで

すが、６年生がしていたことを思い出しながら行動

していきたいと思います。  

 私は今まで迷惑をかけてしまったこと

やなぐさめてもらったことの感謝の気持

ちを伝えられて良かったです。今度はお

手伝いしたり、親が大変な時は自分から

進んで積極的に物事をやったりしていき

たいと思います。   

 練習中は大忙しでしたが、やっているうち

にもっと「ありがとう」の気持ちを伝えよう

と思えました。やってみて、改めて「ありが

とう」の気持ちは大事だなぁと思いました。

本物の成人式では、もっと「ありがとう」の

気持ちを伝えたいです。 

 僕は２分の１成人式で成長した姿を見せ

られてよかったです。先生の力を借りずに

役を決めたり、一生懸命に練習したりする

ことで、自分の成長にも気付くことができ

ました。次は親の力を借りずに頑張れるよ

うになりたいです。     

 私は普段は言えないことや、「ありがと

う」、「これからもよろしくね」、「これから

も沢山お手伝いするね」という気持ちを伝

えることができました。これからも家族や

友達へ感謝の気持ちを伝えていきたいで

す。         

４年 ～２分の１成人式～ 

 
 

5 年生が中心となり、おめでとう集会に向けて準備を進めています。お世話になった 6 年生に、感謝やお

祝いの気持ちが伝えられるよう、一生懸命取り組んでいます。 


